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1．はじめに

　基盤教育機構では、機構会議終了後に「ワイガヤ研修」と称する FDを 2018年 7月から継

続して実施している。本稿は、初回から 2019年 12月までの 2年間実施してきた FDの実施報

告である。

　最初に「ワイガヤ研修」という名称決定の経緯について述べておきたい。というのも、筆者

は着任後の第 2回ワイガヤ研修から参加することになったが、本機構の目指す FDについて、

この経緯を知ることで、より理解することができたからである 1。ワイガヤとは、「立場の相違

にかかわらず同じ組織に属する者たちが気軽に『ワイワイガヤガヤ』と話し合うこと。本田技

研工業株式会社が提唱した言葉で、仕事・プライベートのどちらでもない職場での多人数によ

る会話のことを指す」と説明されている 2。本機構が目指す FDは、この言葉が意味する通り、

立場の相違に関わらず機構内に所属する教員が、報告者が提供する教育、学びの話題や課題に

ついて、ワイワイガヤガヤと話し合うことで教育改善について考え、行動していくところにあ

る。

1　 2018年度のワイガヤ研修は、FD委員である池田輝政教授（当時）が主導され、実施記録の作成も担当
されている。

2　朝日新聞社、知恵蔵 mini https://kotobank.jp/word/ワイガヤ -1705304 （参照 2019/12/26）。
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2．ワイガヤ研修の実施記録とその特徴

　2018年度は、主として報告者の担当する授業に関する実践報告が行われた。2019年度につい

ては、授業実践の報告に留まっていない。初回は、ゲストスピーカーを招いて総持寺キャンパ

スの設計意図や什器の選定理由等について説明いただいたうえで、WIL Studioの活用方法につ

いて議論を行った。2回目以降については、事前アンケートを実施し、報告内容も含め発表者

を募った 3。その結果をもとに、梅村修基盤教育機構長と相談のうえ、発表スケジュールを計画

し、実施してきた。過去 2年間の実施記録は表 1に記している。各報告の概要については、『基

盤教育論集第 6号』および本稿末に掲載しているので参照いただきたい。

　次に、ワイガヤ研修の特徴として以下の 3点を挙げる。1点目は実施形態である。講師が主

導するいわゆる集合研修ではなく、報告者により選定された授業等に関する話題提供と参加者

による質疑応答で構成されている。2点目は、選定された報告が他の発表者と同一科目となる

場合がある点である。同一科目に関する報告であっても、報告者の問題意識、授業実践の手法、

アプローチなどの観点が異なっているため、報告内容は同一とはならない。3点目は、時間設

定が 1時間未満になっている点である。会議終了後の実施であり、参加者の疲労度や負担等も

考慮し企画している。

表１　ワイガヤ研修実施記録

回 月日 報告者 発表内容（授業名等）

2
0
1
8
年
度

1 2018年  7月 19日 池田　輝政 「現代の子どもと教育」レポート採点
2 2018年  9月 28日 東田　充司 「現代の子どもと教育」双方向授業
3 2018年 10月 25日 武田　裕紀 「科学技術史」授業の目標・方法・成績判定の考え方
4 2018年 11月 15日 梅村　　修 「日本語表現」実践報告「ディスコースマーカー」
5 2018年 12月  6日 水藤　龍彦 「日本語表現」実践報告「自己を極める」
6 2019年  2月 28日 李　慶　国 「中国文化演習」「中国語現地演習」実践報告

2
0
1
9
年
度

1 2019年  6月 19日 　三上　哲也※ 総持寺キャンパスWIL Studioの有効的活用

2 2019年  7月 18日 松家　裕子 中国語教育のカリキュラム、海外研修
3 2019年 10月 22日 大串　恵太 Question Formula Technique, High Tech Highの事例

4 2019年 11月 14日
田上　正範

Thornton
Katherine

WIL Studio（総持寺キャンパス）の活用
春学期の振り返りと今後

5 2019年 12月 19日 伊藤　文男 キャリア開発センター業務、インターンシップ

※話題提供者として学外から三上哲也氏（三菱地所第 4設計部）をお迎えした。

3　2019年度のワイガヤ研修の企画・運営は、FD委員である Thornton Katherine准教授とともに行った。
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3．報告者へのインタビュー

　ワイガヤ研修の成果と課題を明らかにするために、報告者 11名のうち 9名に、インタビュー

を行った。質問項目として、

　（1）報告は、自身の授業の振り返りになったか

　（2）質疑応答が自身の振り返りにつながったか

　（3）他者の報告が自身の授業等へのヒントとなっているか

を提示し、聞き取りを行った。各項目に関して、聞き取り内容を以下にまとめる。

　（1）ワイガヤ研修での報告に際して、ほぼ全員が授業等についての振り返りを行っているこ

とが確認できた。報告の準備段階で自身の授業について振り返り、どの観点から発表を行うか

を決定している。具体的には、「普段の授業中に意識し、実践していること」、「報告の中で他

の教員に知ってもらいたい現状」、「授業実践のアプローチ」といった点についてである。

　（2）発表後の質疑応答については、報告を聞いた他の教員からの質問や確認事項、コメント

へのやり取りから、自身の授業に関する確認やヒントが得られたようだ。具体的には、「授業

への応用可能性の確認」、「カリキュラム改訂へのヒントが得られた」、「課題に対するヒントが

得られた」、「元気をもらえた」という回答であった。

　（3）他の教員の報告を聞いて、学生や他の教員について知り、自身の状況について振り返る

ことができたという。具体的には、「自身が知らなかった初年次学生の動向を知ることができ

た」、「他の教員のこだわり、教育ポリシーについて知ることができた」、「自身の立ち位置を確

認できた」といった回答である。他の教員が実施しているグループワークなどの授業形態にヒ

ントを得て、自身の授業で実施したという回答も見られた。

　以上のことから、ワイガヤ研修の効果について考えてみたい。報告者にとって、参加者との

意見交換によって、自身の授業実践等に関する現状認識ができている。また、参加者として報

告を聞くことにより、他の教員の教育ポリシーや学生の動向を把握することができている。

　今回のインタビューの中で、ワイガヤ研修への課題として、発表者の問題意識に基づいて報

告が行われない場合は、共有しても得られるものが少ないという指摘があった。また、語学な

どの同分野の教員（非常勤講師も含む）によるワイガヤ研修実施の要望もあった。

4．まとめ

　過去 2年間実施してきたワイガヤ研修について、報告者へのインタビューを通して振り返っ

た。ワイガヤ研修の目的である「立場の異なるメンバーによる自由な意見交換」を通して、自

身の授業や教育における立ち位置の確認などが行われていることが把握できた。また、報告者
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の授業実践における活動や経験を共有し様々な角度から議論することにより、報告者も含めて

新たな授業手法の工夫と実践につながっているケースも見られた。その一方で、提供された話

題の内容によっては、自由な議論を交わすという“ワイガヤ”状態に必ずしもなっていない側

面があることも明らかとなった。

　今回はこれまでの報告者に対するインタビューを中心とした現状把握となったが、来年度は

継続的なカリキュラム・アセスメントのほかに、105分授業への移行などの全学的に優先され

る課題がある。今後はこうした課題にかかわる意見やニーズの聞きとりを行って、非常勤職も

含む機構構成員の報告、そして報告者と参加者の双方が新たな気づきを得る知的刺激のある

FD研修を実施していきたいと考えている。
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